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は，全国で鳥荊の悪者・家族団体が次々と生貪

　

lｔ.また．全員皿食団体遠路協輿金をはじめ，

　

金皿の探違府県で●病連が続々と緒虞されまし

　

た．

　　

これらの力とそれを支える世農によろて，国

　

の鳥痢対箪がはじまり'，家因の究明と治療法の

　

●立のために，厚生省に難病対策謀が駁皿され

　

たのをはじめとし，研究班が飢織され．しだい

　

にその皮果を親わしはじめ．また．患者・案族

　

の脹済的負担の僅振Ｑために，治療費公費負担

　

の事業が鳥紬され，年々拡大されています．

　　

この鳥網運●の盛りあがりに･ま．敬後．日本

，悪者同量によ．てはじめられ．いくつかの患者

　

・袁衷揖体の練成と．その垢●によ．て４たら

　

された，ａ本り蕎麦の改革と徊柾の拡充の運動

　

●S大きな冑最であり．重たこれらの運動と皿輿

　

麗●との遮扨にようて．一肩の大きな成果をあ

　

げてきたことを．紀憶しなけれぱなりません．

　　

私たちの北鼻遭難病Alt.この10年の闘に様

　

４な栃●を行い多くの成果をあげてきました．

　

そのどれ４が.1人の力でできたことで･ｔなく，

　

富だｌり・》諌俸でできたこ'とで!１ありません．'

　

｜人ひとりの金員が皿痢といｂれる病気の患●

　

であ９．その業輿であり．同病の中に・砥を梅

　

友.特車への不安や絶餓Ｓを4,持ちながら;加Ｘ

。･･Hftitあい.･違●をし，１ら･こｔ●遭拿怖の

．医療とー祉の発農を見すえてきたことによ。

　

て。多くの遊民や関係嗇の方４によウて支えら

　

れてきたからに，ほかなりません。「生きる勇

　

気と希望を4,とうＪr励まし合い援けあう皿病

　

追」「私たちの住んでいる地岐の医家，地岐の

　

福祉，地域の活動を」と訴えっづけてきたA <"

　

－がｙの正しさによるものと嬉侭します。

　　

そしてこのス？－がｙは。今後とも全ての皿

　

ｇ問竃が解決されるｎ,まで高く揚げなければな

　

りません。

　　

今。私たちをして，困難な活動に向わしめて

いるものは「１人で悩み苦しんでいる患者をｌ

人で4!なくしよう」「自分たちの著しんできた

体験を味う人が１人で’4,少なくなるよ｡うに」と

いう願いです。

私たちの周囲にあるのlir難病」という病気で

はありません．治療の困難なあるいは庫因の分

らないといわれる病気にかかることによって，

一度に凛在化し困難をより一層大きくする我国

の柵祉の不充分さ，医療のひずみ，社會の末皮

熟によウてもたらされる社会問題としての「難

痢間場」であることを私たち11活動の中で学び．

劈らかにしてきました．

含だこれらの問題は慶史的背景をもつものであ

　

ることも．明らかにされつつあります．

　

私たちを１.これらの「凰漓閃電」をｌｌでも平

　

く解決するために．たくさんの悪嗇・家族の兪

　

をつくり．そしてｌつの小さな団体では不可使

　

なことを可能にするために．大きく連帯してき

　

ました．

　　　　　　　

へ

　　

・，･

　

皿者如ｔ.その構皮員に対して．杜会的な地位

　

？向上や暖廣的利藍を4,たらすも４でありませ

’ん．會ら|の曹しみ||のＳ●|を|土台/として．自ら|の

’力とかＳによ･ｓて垢●をひろげ．その紬果とし

　

て自らの枇会の将来を倣く大きく嘴るくするこ

　

之を;飼的としや,ヽます．

　

魯#*llΞうの役割があります．鏑一に･ま.「自

一八－



分り病気と体を・Ｌく認識すること」痢二に

「病気をのりこえる勇匁を哨うこと」そして第

三に「本肖の昿祉沈金をつくろ５」といラこと

を中心に活動をしています。

　

北畠遭では，餓々な困竃をさらに困難に鮪し

いれている社会的な状況と地理的な支因があり

ます。これらの解決のために，私たちは一層の

努力で「地域の医書。地域のー祉」の改善のた

めに「堆域の活動」をおしすすめなけれぱなり

ません。同時に。１Ｓに数多くある患者・家峡

國体の全てが連携し。力を合せて大きな揖艮運

角として，発襲させなけれぱなりません。

私たちlt.北駱遭箇病逓の10謁年と急ｌ初の難

糾セッターの設立を機会として．これらの課題

へ立ち向うために．組織を公益雄人とし．遭民

への義務を刳らかにし．北書道の医療と毎祉の

発朕は．弘たちの活動にかか･，ていることを認

鳳し．北畠道難病遡の結成の意義と活動の経験

と虞果と精神のｔてを継承し，さらに発襲させ

４ために基本飼恨をつくり，今後の活動６全て

の方針とするものです．

私たちは，今後の活動が．この基本綱領を逸脱

する危険のｔじたときは．この組織の今てを清

算し，－↑こｉｓ.運動を提起することを轜毘し，こ

の飼慨を北海遭箇鰐遵加鷺23団体4.300家族の

會意にようて発麦するものです．

-12-



かすなろ轟（希少灘痴島齢陰）

　

遠昌（族i名

族釣にも雖安政腫爺侈く、維寄に封すり哨聊ぶたちづ､びとりなさ

収てお脆ま亡励レ曾し叫肪ご4呑わち碩和縛勁ぶ糾ｹずしか

も洵軸他面叔ヽこむミト掟じび的ます。

　

ｊて､向題勧匈一聊噸瞳夕菅で噂

　

夕唐傭自あっては陣饒叶蜘賤柁五柁て狸畑廓べ

　

肉蛸封rに

ヌでＪ互ま省Z瘤叱聊附省椅れておりｊゼん。く心しくけ碑晦

か旛きして下さい。

友動収奪湖群(高妁昿)

謬冊妬餅

原淑瀦確

サ|ﾚｺｲにージス

湯本病

屏吋貪

孝椎肝菟

四四衣

擲勤細齢

濠齢鳩を

梢羨肇和之

難

　

略

四糾症

刻14鵬

四大

レヅフ･ルゲ･冷必,ﾝ声

優桓腎覧
-13-

心鳴

物泗住鋤庫新郷原初

目衛眸･相嫁

ｲ１血昶

吝血圧

脊髄力しズス蹟ｉ在

ウｒ-げｰｸり又手ダン満

目メこユウークりズ矢ふ猪

カトド化お

ばン手蒙溜羊

クｏシペ･帥工づト粂

下飼抑匯凍官Cダー寸毒）

四織畝

･恂鑓漸

肪蜘痢淘絢既湖心/



禰諭でま流浪

、画缶り齢さ．

　

ｊ津り５カ

　

タタ.ヽズ１ズした．

⑦幻吻蚕員の？には､入差やの方凶あり希少鳶陶旧家会こなること支

　

七傭敞斜

血時者のをr４副では

　　

彝をμしきｰ､り咄fV叱必蒼→自給の侈

　

淡味雨氷し卵叶侑きて吋乱

訟刈子の廳齢庸子していく海獣対して諺ﾆして斟こ鵬刀庄きるＫ

　

恵始許ち僻勁人白絲がこ切こしていきたい．ごかたＪμ・

　

聊悳臓心'ん靭喘毎しλ=。どラこ｡テアー叫葦Ｍ撞吟秘紅。

　

鴎憎⇔四ゐ聯F,ま太皿ヽ

　

題しかぐ７きたと町し･す孔忽怖

？。moi kM^tM＼あいさフ即絡した。

　

幽晦諸費1冷ら,れｊＵ遂庄は｢iE寿,禰幻Ｋついて沢たん心約

　

した

３お秘ヽ伺綻畑映歯べ廓峰ｋ吻ぱﾆL言むた。

　

に殲脱心呟鎖㈲勤しタボrフいて騨衡に話加て励i躬や略画

　　

I湖働休の幹頂ゐならば4如

　

ａ砺乃方々か㈲ごこ９いて従しいことﾆ。

　

・畿離二は呑尺哉

　

嶋老会の四|

　

・寿卸お6(湖心の定)

　

嘲誌暗面→蹊絵口婆絡

　　

c･「菊こ九し｣四用。

　

[齢毅]ｊな吋いこﾌいて釧帥ろ畝こして価剃淳肩呆抜ば知傭せ

　

ベノ心タフの会は他ｱ)会ごあ喬肺恚のぷ偉り可。したらて掃海

コア)斑誠二紐で衣瞰り琳政慟を･Lをlm諏皓ｄん。

　

層砥会で右弼匝して緞占し紅池ので簿。

＠「な心なｼ｡」七嬰非よ£でとμき・。

　　　　　　　　　

゛一応－



禰雌記

1、廊鰍3あす愈ろ

　

席ａ４弓

　　

兪波紋測卿卵乙敏槌ろ集E呼号にします。

２働嘸痴１なろはぷμう即りと』匹つなぐげイヅでｔ－は

　　

函れたら削吻匍純バにこじでよです５叱をＪうい。

　　

又日靴活だにごとでよ)です海鳥をズだ:さい。

　　

そして泌ブ畝バ友政（をと5占くださ)。

ｊ漱薦め会ば)凧茸呂

　

丿齢丿ﾁ喜却咋剌です。浄書きとｺｊ、時代Jうく作ばｸ在感心

　

わしｊ参ぐ翻能■zistmitルめり叫妬緬凛とだ琉ｊみ妙すく

　

寸るた豚:払外を浄ひ４紐した。

　

尚允り篠薄さん7)1ぴ)こ６たか､汗

　

印μページの中へ､3､きこ

　

面ｔておﾘｊす

　

丸硝紅ん朗砂ごさい讃袁・

４．座組愈査店片公男さ･初じいたy｀きｊした

　

次の琴Tで公㈲し普す、

弓、合員の応粕

　

２、うち知らせ

(つ略畑菌仙吋雌ＩＳ４－７Ｐぶ)一斗ｏワ冪奈報節子ご元

　

磨狐ｱ)にのJりりころとＬてあ１なろ必のこ哨咆鮨待し漆す。

00畔広ヤ函５剽tｙにＳばヽ３

　

荷野奥唇子こyん

　　

毎気とl吋いなが司政できた刊拓吟坪は1耳庄になり普Ｃだ。Ｊレ

　　

に二Ｍ･噌瓦ました測弓7心りりヽ略ざけはうけら血渉した｡伽抑乳或、

(ﾌ0劃む.ｔ祠匯1ｒ２丁巴

　

寡栃明こｙﾆ。

　　

匈珈泰班避牌できj=Ｊrん､急の郎乙琲印夜いa柘4弛皐した

　　

いと程;い嬉す

　

ｘ匯叱三密4喧病吃

　　　　　　　　　　　　　　

(錨後も球記)

　　　　　　　　

一応－



う厄4蝕便秘阿禰叫ｙ耳目引３５

おすなみ索叫号賑吟g耳6n 10 Bm

融え禰Ｘか哺捗軸心

　　　　　　

洒夢値

　

太城男

　　　

０印

　

れ悛割峡Ｓ畔μ剔oT目

　　　

電弧

　　　

同一５に2-3233

鳶私北越辨祠鼎俯定師郷磁ヽ

　　　

札椅鴨ぼ

　　　　

j拷なF
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